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施
策
の
推
進
に
あ
た
り
、

議
会
や
住
民
と
協
議
を
行

う
の
は
、
具
体
的
に
ど
の
時
期
を

指
し
て
い
る
の
か
。
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
協
議
結
果
に
つ
い
て
、
反

映
す
る
部
分
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
時
期
は
い
つ
が
ベ
タ
ー
と
考

え
て
い
る
の
か
。

「
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
の
な
か
で
、
基

本
的
な
方
向
性
と
し
て
「
合
併
時

の
協
議
に
お
い
て
、
分
庁
方
式
に

し
た
こ
と
か
ら
、
２
庁
舎
の
集
約

化
等
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
議

会
や
住
民
を
含
め
た
協
議
を
実
施

し
ま
す
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
を
町
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

行
政
運
営
上
、
業
務
ミ
ス

が
生
じ
た
場
合
タ
イ
ム
リ

ー
に
報
告
す
べ
き
も
の
と
認
識
し

て
い
る
が
、
報
道
機
関
へ
の
情
報

提
供
の
有
無
、
再
発
防
止
を
含
め

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

き
た
の
か
。

過
日
発
生
し
た
業
務
ミ
ス

に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
の
担

当
課
内
で
発
生
し
た
も
の
、
ま
た
、

ふ
た
つ
担
当
課
を
ま
た
が
る
な
か

で
発
生
し
、
い
ず
れ
も
要
因
は
基

本
的
な
部
分
に
特
化
す
る
も
の
で

　

町
で
は
町
民
と
の
協
働
に
、
ま

ち
づ
く
り
と
計
画
的
な
施
策
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

総
合
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
計
画
策

定
時
や
見
直
し
時
に
お
い
て
は
策

定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
し
て

い
る
。

　

重
要
な
施
策
を
展
開
す
る
場
合

に
も
、
今
回
の
よ
う
な
庁
舎
等
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
等
を
立
ち
上

げ
答
申
を
い
た
だ
き
、
事
業
を
進

め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、
町
内
各

種
団
体
の
代
表
者
や
公
募
委
員
な

ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
町
民
を
対
象
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
意
見
を
聞
い

て
い
る
。

　

一
連
の
施
策
に
つ
い
て
、
議
会

に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て

報
告
も
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
意

見
に
つ
い
て
も
町
民
の
方
か
ら
も

い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
・

公
共
施
設（
建
物
）
個
別
施
設
計

画
に
お
い
て
も
、
委
員
の
方
に

入
っ
て
も
ら
い
、
行
政
機
能
の
最

適
化
に
向
け
た
具
体
の
方
針
の
策

定
に
お
い
て
は
、
町
民
の
代
表
の

　

ミ
ス
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
報

告
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
ミ
ス
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
に
組
織
的
な
改
善
策
を
策
定
し

迅
速
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

報
道
機
関
へ
の
情
報
提
供
に
つ

い
て
は
個
人
情
報
に
属
す
る
も
の

以
外
は
、
行
政
の
透
明
性
を
高
め

て
い
く
た
め
、
ま
た
情
報
の
公
開

が
よ
り
公
益
に
資
す
る
と
判
断
す

る
も
の
に
関
し
て
、
速
や
か
に
情

報
提
供
を
行
う
。

　
「
組
織
体
制
の
根
幹
が
機
能
し

て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が

本
件
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
、
ど

の
よ
う
な
部
分
で
出
て
き
た
の
か

承
知
し
て
い
な
い
た
め
お
答
え
い

た
し
か
ね
る
。　

　

ま
た
、
指
導
に
つ
い
て
は
、
事

務
処
理
の
誤
り
の
訂
正
で
あ
り
、

議
員
に
報
告
の
う
え
、
取
り
扱
い

に
関
し
て
了
解
を
得
た
こ
と
に
よ

り
、
関
係
議
員
へ
説
明
し
た
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問

問

問問

答

答

答

答

議
会
や
住
民
と
の
協
議
は

庁舎の集約化は、町民・議会と協議
とあるが

Q

施策の推進における施策の推進における
議会や住民との協議は議会や住民との協議は

令和２年度末の令和２年度末の
財政状況（起債）について財政状況（起債）について

計画策定時や見直し時は、策定委員会で
協議を実施

A
外川　善正外川　善正 議員議員

町
の
借
金（
起
債
）に
つ
い
て

一
般
会
計
ほ
か
特
別
会
計

な
ど
令
和
２
年
度
末
の
起

債
残
高
は
い
く
ら
か
。

起
債
の
種
類
と
合
計
金

額
、
う
ち
縁
故
債
は
い
く

ら
か
。

年
度
ご
と
の
償
還
金
額
と

今
後
の
償
還
ピ
ー
ク
は
。

起
債
の
一
番
高
い
金
利

は
。

今
後
、
大
型
事
業
（
ご
み

処
理
場
、
上
下
水
道
の
更

新
）
が
財
政
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

高
金
利
の
起
債
に
つ
い
て

は
、
借
り
換
え
を
行
っ
て

い
る
と
聞
く
が
、
具
体
的
な
借
り

換
え
状
況
を
問
う
。

町
が
起
債
し
た
も
の
の
う

ち
、
地
方
交
付
税
で
後
年

財
政
措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
の

種
類
と
合
計
額
は
。

学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
債

　

９
億
３
１
７
０
万
円

合
併
特
例
事
業
債

　

46
億
９
２
２
５
万
円

地
方
道
路
等
整
備
事
業
債

　

６
億
４
６
１
２
万
円

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

　

７
億
３
９
４
５
万
円

臨
時
財
政
対
策
債

　

45
億
２
７
６
６
万
円

そ
の
他
起
債

　

５
億
５
５
８
１
万
円

公
共
下
水
道
事
業
債

　

48
億
４
９
２
６
万
円

　

一
般
会
計
で
は

令
和
３
年
度
９
億
２
０
０
０
万
円

　
　

４
年
度
９
億
５
３
０
０
万
円

　
　

５
年
度
９
億
６
６
０
０
万
円

　
　

６
年
度
９
億
３
０
０
０
万
円

　
　

７
年
度
８
億
９
０
０
０
万
円

下
水
道
事
業
会
計
で
は

令
和
３
年
度
８
億
８
５
０
０
万
円

　
　

４
年
度
８
億
７
４
０
０
万
円

　
　

５
年
度
８
億
３
４
０
０
万
円

　
　

６
年
度
８
億
２
０
０
万
円

　
　

７
年
度
７
億
６
１
０
０
万
円

で
あ
り
い
ず
れ
も
ピ
ー
ク
と
呼
べ

る
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
は
な
い
。

　

有
利
な
起
債
の
主
な
も
の
は
、

合
併
特
例
債
の
交
付
税
算
入
率
70

％
や
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の

交
付
税
算
入
率
70
％
が
あ
る
。

　

将
来
の
基
準
財
政
需
要
額
算
入

見
込
み
額
は
１
３
８
億
７
４
６
１

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
番
金
利
の
高
い
起
債
は
、
平

成
５
年
度
に
借
入
し
た
も
の
で
、

４
．
85
％
。

　

な
お
、
令
和
４
年
９
月
に
償
還

が
終
了
す
る
。

　

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、

下
水
道
事
業
債
の
５
％
以
上
の
起

債
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
に
地

方
公
共
団
体
金
融
機
構
で
借
換
債

を
借
り
入
れ
、
そ
の
資
金
に
よ
り

補
償
金
免
除
繰
り
上
げ
償
還
を
行

っ
た
。

　

令
和
２
年
度
末
の
起
債
残
高
は

一
般
会
計
が
１
２
０
億
９
２
９
９

万
円
下
水
事
業
会
計
が
８
１
億
７

９
０
６
万
円
で
合
計
２
０
２
億
７

２
０
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
ご
み
処
理
施
設
の
総
事
業
費

が
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
町

の
応
分
負
担
は
生
じ
て
く
る
。

　

ま
た
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

耐
用
年
数
で
更
新
し
、
令
和
22
年

度
か
ら
始
ま
る
見
込
み
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
毎
年
度
の
一
般
会
計

で
負
担
す
る
こ
と
は
財
政
へ
影
響

を
及
ぼ
す
。

　

こ
の
よ
う
な
更
新
時
期
を
見
据

え
、
下
水
道
事
業
は
公
営
企
業
会

計
で
運
営
し
て
い
る
。
上
水
道
は

愛
知
郡
水
道
事
務
所
が
管
理
し
て

お
り
、
料
金
収
入
で
す
べ
て
の
経

費
を
ま
か
な
う「
独
立
採
算
制
」

を
と
っ
て
お
り
、
町
財
政
が
圧
迫

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

※
縁
故
債
と
は
、「
銀
行
等
引
受
債
」
に

名
称
変
更
さ
れ
て
お
り
、
金
融
機
関
か
ら

借
入
れ
た
お
金
で
あ
る
。

（
総
務
担
当
政
策
監
）

（
総
務
担
当
政
策
監
）

（
総
務
担
当
政
策
監
）

（
総
務
担
当
政
策
監
）

（
総
務
担
当
政
策
監
）
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総
務
担
当
政
策
監
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（
町
長
）
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問

問

問

問

答

答

答答答

答

答

高橋　正夫高橋　正夫 議員議員

一般会計と特別会計の起債残高は
いくらか

Q

令和２年度末の起債残高は
２０２億７２０５万円

A

流
域
下
水
道
事
業
債

　

10
億
１
５
７
３
万
円

資
本
費
平
準
化
債

　

23
億
１
４
０
７
万
円

　

縁
故
債
は
１
３
６
億
１
０
３
７

万
円
で
、
平
成
15
年
度
か
ら
銀
行

等
引
受
債
に
名
称
変
更
さ
れ
て
い

る
。

方
や
、
団
体
の
代
表
の
方
に
も

入
っ
て
も
ら
っ
て
、
協
議
を
重
ね

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

あ
る
が
、
い
ち
担
当
課
で
起
き
た

要
因
等
に
対
す
る
説
明
の
な
か
で
、

「
組
織
体
制
の
根
幹
に
か
か
わ
る

部
分
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
に
発
生
」
し
た
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　
町
長
は
こ
の
報
告
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
ら
れ
た
か
。
ま
た
、

課
長
に
よ
り
権
限
を
与
え
育
成
を

図
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

今
回
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
指
導
を
さ
れ
た
か
。
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